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表2.1 UNHCRの地域区分による UNHCR支援対象者数 (2010年末時点)
UNHCR 庇護
UNHCRの
地域区分 難民 申請者 帰還民
支援を受け 無国籍者 その他 合計
ている IDP
アフリカ 2.772.606 215.213 1.021.382 6.230.071 . 328.742 10.403.464 
中東・北アフリカ 1.993.712 52.620 419.785 1.564.562 . 6.710 4.037.389 
アジア太平洋 4.433，032 134.244 1.674.563 1.859.238 . 919.962 9.020.959 
欧州 691，812 61，586 5，071 1.371，879 . 164.794 2，295.142 
米州 473，809 95，383 58 3，672，054 . . 4，241.304 
その他 184，715 278，432 . . 3，463.070 . 3.926.217 


























































































































































































]ICA H P (hUp:l /www.jica.go.jp/about/dircction/security/sumlllaryOl.htmより)
図2.2 開発分野における 「人1の安全保|獄」人身を取り巻く行成とその十'"則関係
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・212) Wolfers. A. (1952). ''National Security" as an Ambiguous Symbol'. Politica1 Science Quarterly. 67(4): 























食物領域 食生活 食物 自然環境，社会環境.経済環境
被服領域 衣服 自然環境，社会環境.経済環境



















食物領域 被服領域 住居領域 児童領域



































































































































































































































































1 S 21 1 s l' 10 7 81 元 4平Iili.年55 50 45 40 15 28 10 昭和 ・写
滋:lj!戚7年の救f直は、兵庫県を除いたものである.
Jl生労働'(i資料より (htゅ://www.mhlw.go.jp/toukci/saikin/hw /k.tyosa/k-tyosa09/ I-I.html) 


















































































l人 18.0 37.0 37.0 
1人(中高齢単身) 25.0 43.0 43.0 
2人 29.0 55.0 27.5 
3人 39.0 75.0 25.0 
4人 50.0 91.0 22.8 
5人 56.0 104.0 20.8 
5人(高齢単身含) 56.0 122.0 24.4 
6人 66.0 112.0 18.7 








・403) 浅見泰司編 『住環境:評価方法と理論j 東京:東京大学出版会， 2001.11
・404) 白鳥紀-• rl1lr正敏若 f環境理解のための熱物理学j東京:朝合書庖.1995.2






・407) 強い弱い (Renningsand Wiggering (1997)やGibbs.Longhurst and Brainhwaite (1998))) 
・408) 茅陽一監訳 f限界を超えてJ(1995) ダイヤモンド社TowardsSome Operational Principles of 
Sustainable Development，" Ecological Economics 2 (1990) 1・6.And. Meadows. D. et. a1. Bevond the 

















・4ω) ナチュラルステップ (httpゾ/www.tnsij.org/index.html)・土壌.水.森林.魚など f再生可能な資源j
の持続可能な利用速度は.再生速度を超えるものであってはならない(例えば魚の場合.残りの魚が
繁殖することで補充できる程度の速度で捕獲されれば持続可能である)
For a renewable 児 sourcg-soil. water.， forest.自sh-the sustainable rate of use can be no greater 
than the rate of regeneration (For example. fish are harvested sustainably when they are caught at 





For a nonrenewable resourcg -fosil fuel. high-grade mineral ore. fossil groundwater -the 
sustainable rate of use can be no greater than the rate at which a renewable resource. used 
sustainably. can be substituted for it. (For example. an oil depo⑤it would be used sustainably u part 
of the profits from it were systematically invested in solar collectors or in tree planting. so that 





共立女子大学総合文化研究所紀要 第21号 (2015) 
For a Dollutan1 the sustainable rate of emission can be no greater than the rate at which the 
pollutant can be recycled. absorbed. or rendered harmless by the environment. (For example. 
sewage can be put into a stream or lake sustainably at the rate at which the natural ecosystem in 
the water can absorb its nutrients) . 
(http://homepage2.nifty.com/fujiwara_studyroom/kadaillHerman%10Daly Ij-text.html 1010.03.26) 
































































































Kath Fisher Human Needs and Human-scale Development Max-Neef on Human Needsand Human-
scale Development/http://www.rainforestinfo.org.au/background/max-neef.htm (2010/5/10) 
5)モンゴルの住環境の課題と提案
5.1)モンゴルの概要
モンゴルは， 日本の約4倍にあたる 156万4.100平方キロメートルの国土に. 日本の約50分の l
の278万800人 (2010年時点)の人々が暮らす.世界でも有数の人口密度の低い国の一つであるo
モンゴルの冬の気候は大変厳しく 首都ウランパートルでも 1月から 3月まではO'C以下の日が
続き.年間の最低気温はー30'Cを下回る。(図5.1)
モンゴルでの公的な人口統計調査は 1918年に始まったが.その時点のモンゴルの人口は647.500
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1'~1 5.2 遊牧民の移動住宅のHUJiと分布
モンゴルの人々の心には馬の文化が残っているといわれている。毎年行われるナーダムというお
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紀最大の家畜被害は 1944年に発生し約77)頭の*苗が死亡したといわれている。民主化以降で
は. 1999年から 20∞年.2000年から 2001年.そして2∞l年から 2002年にかけての3年連続で
ゾドが発生し家畜 11万頭が失われたといわれている。紋近では 2009年から 2010年にかけて
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2010年l時点でゲルj也区に生活する家族の住宅l戸当たりの床面積は， 38，8%が21-40m2， 47，8% 
が 40m~ 以上と報告されている。 ・制}
-30-
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表5.1 ウランパートル5地域の住環境
区分 住居タイ70 地区 ハ~tンコe ル地区 ハ'tンスeル地区 カーンウル地区
アパー ト 戸数 34805 73.99% 23784 33.95% 11909 38.82% 
2 人口 136620 73.81% 89380 33.60% 41392 36.94% 世帯人数 3.9 3.8 3.5 
個人 戸数 275 0.58% 177 0.25% 262 0.85% 
震活
住宅 人口 1064 0.57% 980 0.37% 939 0.84% 
世帯人数 3.9 5.5 3.6 
非永住 戸数 。。19 0.03% 6 0.02% 
権者 人口 。。81 0.03% 29 0.03% 
世帯人数 。 4.3 4.8 
アパー ト 戸数 93 0.20% 163 0.53% 
小規模 人口 490 0.26% 734 0.66% 
非公式 世帯人数 5.3 4.5 
ゲ 小規模 戸数 6233 13.25% 11952 38.96% Jレ
地区 住宅 人口 25156 13.59% 44809 39.99% 
非公式 世帯人数 4.0 3.7 
の
戸数 5631 11.97% 6306 20.56% 
庭生活家 ゲル 人口 21761 11.76% 23913 21.34% 
世帯人数 3.9 3.8 
非永住 戸数 6 0.01% 80 0.26% 
権者 人口 13 0.01% 239 0.21% 
世帯人数 2.2 3.0 
























(平均) 人口 185104 100% 90441 34.00% 112055 100% 136917 100% 
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闘'1 刷嗣
E 盟理畠 憎摘 今回・ム t・担 ー縄NI E nm 姐園 田・ー 閣情 帽QII_j
Em・酎・ ・e・町・ a・岨・ ・，.・ー ・守・ E z.句. .帽 11. .、 .・ ・e・・m・・・ ・噌.I 
図5.5 ゲル地区セルフピルド住宅プラン
5.6)参考文献















でほぼ円形を成しており，島の南東から北西へ向けて，城山 (97m). チヂン山 (119m). アーガ




「建築教rrにおける f人/lIjの安全保隊j 概念i~入の可能性についてJ -生活の貨の向上と住環境の改善に求められる新たな概念形成-
6.1)村と水について






















図6.1 01 J止名小学校への/l\ lìílt~~のmllmについて~地下ダム~.~についてやぷ~
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1'~16. 7 コンクリートブロックで1月間を補強した木造住宅の前端
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そのような感情を誘い起こす気分・雰囲気。J'iO!)と説明されているが.ここでは感情が普遍化し
たものであり.人々が生活する自然環境や社会環境に影響される持続的心理状態とらえている。「情
緒Jは.i人間の安全保障」で問題としている人間の安全を脅かす「欠乏」ゃ「恐怖」に対抗しう
る個人的心理状態を作り出すための重要な資質であると考える。
「情熱Jは.iはげしく燃え立つ感情。熱した感情。熱情。劇場。」・側)と説明されているが. こ
こでは何かをやり遂げる熱意，こだわりという意味でとらえている。「情熱Jは.理想とする住環
境を実現し.環境を保全するために必要な資質であると考える。
「情報」は「あることがらについての知らせ。判断を下したり行動を起こしたりするために必要
な.種々の媒体を介しての知識。」明!)と説明されているが.これまでの大学教育は.この「情報」
に関係する知識の習得や自然や社会の観察・分析・解析能力の取得に重点が置かれてきたのではな
いだろうか。
住居学の分野でも.住環境の計画に必要な時間(過去.現在.未来上空間(住空間.生活空間). 
物質(材料.道具.製品).環境(住環境.自然環境.社会環境)に関係する知識情報の伝達が大
学教育の中心になってきていると考えられる。この知識情報の内容においてもこれまでの家政学分
野では日常的で健全な生活を中心に教育がおこなわれ.非日常で不健全な生活環境にたいしての教
育はあまり行われてこなかったと考えられる。この家政学分野で扱われてこなかった生活環境に対
しては.i人間の安全保障jの概念を取り入れることで新しい家政学教育が可能になると考えられる。
大学教育に求められる家政学と住居学教育における応力強化は.人間力としての3つの情(情緒.
情熱.情報)のバランスの取れた育成であり.特に「情緒」教育と「情熱」教育をいかに行うかが
課題であると考える。またこの3つの人間力に加えて「自己表現能力Jの育成が必要不可欠である。
自己表現を行うためには表現すべき「メッセージ」と表現手段である「メディアjが必要であり.
この2つが確立されてはじめて自己表現が可能になる。この能力は「人間の安全保障Jでいうとこ
ろの「能力強化」の重要項目であると考えるが.大学教育においてこれらの資質の教育方法は模索
段階であると考える。
8)参考文献
・701) 広辞苑第6版DVD版.岩波書庖
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